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医療社会事業司  橋 本 尚 子
し、その実情を考察してみた。







方   法
ケースとして紹介された際の、 1.診療科受診形
態、 2 紹介者、3 相談依頼内容、4 対応、に
ついて整理した。
























































診療科群A、 B、 Cに分類 したところ、全体 と比
′ヽ、













































































① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫
本 人 6 5 4 3 3 1 4







|べ 3 3 6 2 1 4 1 1
看 護 婦 1 5 3 5 7 7
事 務 Э 1 1 2 1
l二  言・L  クト







生 保 1 2 1 5 1 1 1
身 障 3 1 2
老 人 3 1 1
上 記 外
福 祉 関 係 1 1 1 1 3
他 の 保 健
医 療 関 係 8 1 2 1 3 2 4



















































































しかし、葛飾赤十字産院の田戸静先生は、「医療   て前進する力と傾向性が生まれてくるし、人間的姿
ソーシャルワークのねらいは、疾病に伴う困難な生   勢の根本的変身が可能になるのだと思う。
活諸問題のたんなる処理ではなく、また複雑な人間 お わ り に
関係の調整・解決でもなく、あくまでもクライエン
トがソーシャルワーカーとの関係をとおして心理 。     1年という歳月で一体何が語れるだろうかとも思
社会的問題を克服しようとする体験の中に自らの生   う。
き方をみつけだしていくことにある」とおつしゃっ     これからも、今、この人はどんな状況のもとで何
ている。※                      を必要としているのか、という視点をもって、人間
医療ソーシャルワーカーとしては、期待された役   の可能性を信じ、自らの生き方をみつけだしていく
割にはこたえたい。反面、この状況で苦しんでいる   患者 。家族に添つて学んでいきたいと思う。
のは患者 。家族であり、はいだしてくるのも患者 。    皆様のご指導をお願いいたします。
家族でなければならない、という思いがある。
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